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キキ
ョョ
クク
メメ
タタ

小小
寺寺
健健
史史
のの
アア
メメ
リリ
カカ
報報
告告

三
井
住
友
建
設
（
東
京
都

中
央
区
、
新
井
英
雄
社
長
）

は
、
自
社
開
発
し
た
ア
ラ
ミ

ド
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
）
ロ
ッ
ド
に
よ
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ

Ｃ
）
造
橋
脚
の
耐
震
補
強
工

法
を
、
名
古
屋
市
で
施
工
中

の
開
橋
（
ひ
ら
き
は
し
）
に

初
適
用
し
た
。

ア
ラ
ミ
ド
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
ッ
ド

は
、
高
機
能
繊
維
・
ア
ラ
ミ

ド
を
棒
状
に
束
ね
た
も
の
。

厳
し
い
腐
食
環
境
で
も
さ
び

ず
、高
強
度
、軽
量
、柔
軟
、

非
磁
性
・
非
電
動
な
ど
の
特

性
が
あ
る
。
近
年
は
Ｐ
Ｃ
鋼

材
の
代
替
の
緊
張
材
と
し
て

橋
脚
補
修
工
事
な
ど
に
使
わ

れ
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
る
耐
震
補
強
工

法
を
同
社
は
2
0
1
5
年
に

開
発
、
公
開
試
験
で
補
強
効

果
を
確
認
し
た
。
既
存
橋
脚

の
上
を
削
孔
し
て
ア
ラ
ミ
ド

Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
ッ
ド
を
挿
入
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と

に
よ
り
、
橋
脚

の
曲
げ
・
せ
ん

断
耐
力
を
向
上

さ
せ
る
も
の
。

作
業
は
橋
の
上

部
工
に
触
れ
る

こ
と
な
く
橋
脚

の
上
か
ら
行
え

る
た
め
、
仮
桟

橋
や
河
川
締
め

切
り
な
ど
大
規

模
な
仮
設
備
や
水
中
作
業
が

不
要
に
な
り
、
従
来
工
法
に

比
べ
て
工
費
・
工
期
を
削
減

で
き
る
。

同
工
法
を
初
適
用
し
た
開

橋
（
橋
長
約
93
ｍ
、
幅
員
約

21
ｍ
）
の
下
部
工
竣
工
は
、

下
流
側
が
53
年（
昭
和
28
年
）

で
、
上
流
側
は
59
年
（
昭
和

34
年
）。
同
市
緑
政
土
木
局

が
7
橋
脚
の
補
強
を
進
め
て

い
る
。
使
用
す
る
ア
ラ
ミ
ド

Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
ッ
ド
は
計
80
本
。

同
社
は
こ
の
ほ
ど
、
工
事

の
状
況
を
関
係
者
に
公
開
し

た
。

そ
の
模
型
が
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
飾
ら
れ
て
い

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ

ー
に
は
、
そ
の
形
が
描
か
れ

て
い
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
チ
ー
ム
ロ
ゴ
に
も
、
そ

の
名
前
が
入
っ
て
い
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に

架
か
る
名
高
い
吊
橋
・
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

（
Ｇ
Ｇ
Ｂ
）
＝
注
＝
。
そ
の

姿
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

街
中
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
街

全
体
が
Ｇ
Ｇ
Ｂ
を
リ
ス
ペ
ク

ト
（
尊
敬
）
し
て
い
る
。
そ

ん
な
感
じ
に
と
ら
わ
れ
た
。

日
本
に
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
橋
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

こ
こ
ま
で
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
見
受
け
な

い
。
街
全
体
が
Ｇ
Ｇ
Ｂ
に
誇

り
を
持
っ
て
い
る
。
こ
ん
な

幸
せ
な
橋
は
な
か
な
か
な
い

と
思
う
。

Ｇ
Ｇ
Ｂ
で
は
現
在
、
塗
装

塗
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
場
は
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ス
ー

パ
ー
イ
ン
テ
ン
デ
ン
ト
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
氏
が
案
内
し
て
く

れ
た
。
橋
は
赤
色
だ
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
オ
レ
ン
ジ
（
赤
み

が
か
か
っ
た
色
合
い
）
で
塗

装
さ
れ
て
い
る
。

足
場
は
先
行
フ
ロ
ア
型
で

あ
る
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
が
採

用
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
は

日
綜
産
業
が
販
売
し
て
い

る
。
採
用
が
増
え
て
お
り
、

弊
社
も
幾
つ
か
の
現
場
で
経

験
し
た
が
、
作
業
空
間
に
ゆ

と
り
の
あ
る
足
場
に
な
っ
て

い
る
。

日
本
と
の
違
い
は
、
足
場

内
に
し
っ
か
り
区
画
さ
れ
た

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や
休
憩

所
、
作
業
仕
度
小
屋
な
ど
を

設
置
し
て
い
る
こ
と
だ
。
区

画
材
は
熱
収
縮
シ
ー
ト
（
シ

ュ
リ
ン
ク
ラ
ッ
プ
）
が
使
わ

れ
て
お
り
、
丁
寧
な
造
り
で

あ
る
。

理
由
を
聞
く
と
、
足
場
内

に
設
置
し
た
方
が
、
働
く
人

達
の
負
担
が
減
る
じ
ゃ
ん
！

い
ち
い
ち
工
具
を
外
に
取

り
に
行
っ
た
り
す
る
の
？

と
い
っ
た
具
合
。
日
本
で
は

あ
ま
り
見
か
け
な
い
の
で
、

施
工
者
と
し
て
は
非
常
に
感

服
し
た
。

作
業
の
様
子
を
見
る
と
、

銅
ス
ラ
グ
で
ブ
ラ
ス
ト
を
し

て
い
た
。
ト
ラ
ス
構
造
で
狭

あ
い
部
が
多
く
、
施
工
困
難

な
箇
所
が
多
か
っ
た
が
、
レ

ー
シ
ン
グ
バ
ー
の
隙
間
も
手

が
入
る
位
は
あ
っ
た
の
で
、

丁
寧
な
ブ
ラ
ス
ト
が
な
さ
れ

て
い
た
。

ま
た
、
隙
間
腐
食
の
さ
び

は
通
常
、
な
か
な
か
除
去
し

が
た
い
の
だ
が
、
数
か
所
見

た
と
こ
ろ
は
き
れ
い
に
落
と

さ
れ
て
い
た
。

（
続
く
）

仲
の
い
い
3
人
が
、
ア
メ
リ
カ
を
旅
し
た
。
極
東
メ
タ
リ
コ
ン
工
業（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

の
小
寺
健
史
・
代
表
取
締
役
専
務
と
片
山
英
資
・
特
殊
高
所
技
術（
京
都
市
）執
行
役
員
、

そ
し
て
中
島
和
俊
・
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
。
目
的
は
、
①
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー

ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
塗
装
塗
替
え
工
事
視
察
②
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
2
0
2
0

i
n

Ｌ
o
n
g

Ｂ

e
a
c
h
参
加
③
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
視
察
④
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
橋
梁
視
察

だ
っ
た
。
小
寺
氏
の
報
告
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
す
る
。

Ｒ
Ｃ
橋
脚
の
耐
震
補
強
工
法
を
開
発

三
井
住
友
建
設

ア
ラ
ミ
ド
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
�
ド
で

小寺専務

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ 補強作業の様子

（写真と下図は三井住友建設提供）

ゴールデンゲートブリッジの威容

作業手順

四
国
総
合
研
究
所
（
高
松

市
、
松
本
真
治
社
長
）
と
大

日
本
塗
料
（
大
阪
市
、
里
隆

幸
社
長
）
が
共
同
開
発
し
、

同
社
が
販
売
し
た
、
は
く
離

抑
制
型
変
性
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

塗
料「
ケ
ル
ビ
ン
α
2
・
5
」

が
、
鋼
橋
な
ど
鋼
構
造
物
の

長
寿
命
化
に
貢
献
す
る
も
の

と
し
て
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。色

材
に
関
す
る
国
内
唯
一

の
学
術
団
体
・
色
材
協
会

（
会
長
＝
橋
本
和
明
・
千
葉

工
業
大
教
授
）
の
2
0
1
9

年
度「
協
会
賞（
技
術
賞
）」を

受
賞
し
た
。

塗
料
は
従
来
、
塗
膜
の
劣

化
に
伴
っ
て
補
修
塗
装
を
繰

り
返
す
必
要
が
あ
り
、
膨
大

な
コ
ス
ト
と
労
力
を
要
し
て

い
た
。

そ
こ
で
、「
線
膨
張
係
数
」

（
温
度
変
化
に
対
す
る
物
質

の
寸
法
安
定
性
）
に
着
目
。

こ
れ
が
鉄
よ
り
大
き
い
塗
膜

は
、
塗
り
重
ね
ら
れ
る
ほ
ど

伸
縮
幅
の
違
い
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
が
増
加
し
、
付
着
力
が

低
下
、
は
く
離
を
生
じ
る
。

し
た
が
っ
て
、
線
膨
張
係
数

を
従
来
塗
料
の
半
分
程
度
、

つ
ま
り
鉄
に
近
付
け
れ
ば
、

寸
法
安
定
性
に
優
れ
、
旧
塗

膜
の
伸
縮
を
抑
制
で
き
る
。

塗
り
重
ね
て
厚
膜
に
す
る
ほ

ど
旧
塗
膜
の
は
く
離
リ
ス
ク

を
抑
制
す
る
訳
で
、
常
識
を

覆
す
知
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
ケ

ル
ビ
ン
α
2
・
5
は
、
旧
塗

膜
の
除
去
費
用
を
軽
減
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を

長
期
化
で
き
る
こ
と
か
ら
、

鋼
構
造
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
低
減
が
期
待
で

き
る
。

塗
装
は
刷
毛
、ロ
ー
ラ
ー
、

ス
プ
レ
ー
な
ど
従
来
の
方
法

で
可
能
で
、
特
別
な
技
術
は

不
要
。
ま
た
、
従
来
の
変
性

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
と
同
等

の
優
れ
た
防
食
性
が
得
ら
れ

る
と
い
う
。

ケ
ル
ビ
ン
α
２
・
５

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
に
寄
与

常設足場とシュリンクラップ

注

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト

橋
（
金
門
橋
）

ア
メ
リ
カ

西
海
岸
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
湾
と
太
平
洋
が
接
続
す
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
海
峡
に

架
か
る
。1
9
3
7
年
完
成
。

3
径
間
2
ヒ
ン
ジ
吊
橋
で
、

中
央
径
間
長
1
2
8
0
ｍ
、

側
径
間
長
3
4
3
ｍ
、
主
塔

は
高
さ
2
1
0
ｍ
（
ク
リ
ー

パ
ー
ク
レ
ー
ン
法
で
施
工
。

移
動
起
重
機
上
に
セ
ッ
ト
さ

れ
た
2
台
の
架
設
用
デ
リ
ッ

ク
ク
レ
ー
ン
＝
85
ｔ
吊
＝
使

用
）。
主
ケ
ー
ブ
ル
2
本（
Ａ

Ｓ
工
法
。
中
央
径
間
セ
ン
タ

ー
で
左
岸
側
と
右
岸
側
に
分

か
れ
た
2
系
統
の
ル
ー
プ
式

ホ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
使

用
）。
剛
桁
形
式
は
ト
ラ
ス

（
塔
付
部
か
ら
中
央
方
向
へ

架
設
。
2
パ
ネ
ル
面
材
。
移

動
デ
リ
ッ
ク
＝
73
ｔ
吊
4
台

工
法
）。（
川
田
忠
樹
編
著「
現

代
の
吊
橋
」
な
ど
に
よ
る
）
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